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豊かな森は、豊かな水を育む。私たちは筑後川の水をどれくらいの割合

水道水として利用しているでしょうか？　答えは裏表紙に
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平成30年2月臨時議会に
提出された議案は7件平成30年 第１回　2月臨時議会

平成29年度 一般会計補正予算減額修正案

提出者　　福永　善之・太田　健策

減 額 修 正 案 の 概 要

粕屋町学校給食共同調理場建設工事の一時中断に伴う損害賠償の額の決定により、補正予算
961万円（税込み）が町側より提出されましたが、その全額を削除する提案です。

○ ⇒賛成　● ⇒反対
― ⇒退席　欠 ⇒欠席

採
決
結
果

賛
成(

人)

末
若　
憲
治

井
上　
正
宏

案
浦　
兼
敏

鞭
馬　
直
澄

安
藤　
和
寿

中
野　
敏
郎

木
村　
優
子

太
田　
健
策

川
口　
　
晃

田
川　
正
治

福
永　
善
之

小
池　
弘
基

久
我　
純
治

本
田　
芳
枝

八
尋　
源
治

山
　
秀
隆

粕屋町一般職の職員給与に関する条例 可
決 13 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

粕屋町特別職の職員給与に関する条例 可
決 12 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ● ○

粕屋町議会議員の報酬及び費用弁償に関する条例 可
決 13 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○

平成29年度粕屋町一般会計補正予算 可
決 9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ● ● ○

平成29年度粕屋町一般会計補正予算減額修正案 否
決 ６ ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ●

工事請負契約の変更 可
決 14 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

福岡県市町村職員退職手当組合規約の変更 可
決 14 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

学校給食調理場建設和解金及び損害賠償の額の決定 可
決 8 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ● ● ● ○ ● ● ○

☆ 議案名については分かりやすい文言に置き換えています。

平成29年度
一般会計
補正予算

補 正 額 　 　 　  1 億2 , 0 9 6 万 円

総 　 額 　140 億9 , 3 4 3 万 円

（ ）

一 目 で わ か る 審 議 結 果（ 賛 否 の 分 か れ た 議 案 の み ）
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平成30年 第１回　2月臨時議会
和解金及び損害賠償金

6,332万円（税抜き）で決定
　
平
成
27
年
9
月
粕
屋
町
学
校
給
食
共
同
調
理
場
建

設
工
事
中
、
地
中
よ
り
有
害
物
質
が
排
出
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
粕
屋
町
は
対
応
を
検
討
す
る
た
め
、
住

民
と
議
会
の
意
見
を
聞
い
た
上
で
、
止
む
を
得
な
く

工
事
を
一
時
中
断（
中
断
期
間
23
日
：
平
成
27
年
12

月
3
日
〜
25
日
）す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
4
月
、
工
事
中
断
に
伴
い
、
㈱
粕

屋
町
学
校
給
食
サ
ー
ビ
ス
よ
り
、
合
計
2
億
１
，

５
５
６
万
円
を
粕
屋
町
に
対
し
て
請
求
さ
れ
た
も

の
で
す
。

（金額はすべて税抜き）

現
在
ま
で
の
経
過

　
平
成
28
年
11
月
に
暫
定
合
意
を
結
び
、
1
億

４
９
８
万
円
ま
で
、
交
渉
に
よ
り
下
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
暫
定
合
意
を
議
決
後
の
平
成
29
年
1
月
末
に
仮

払
金
と
し
て
５
，４
４
２
万
円
を
支
払
い
、
和
解
に

む
け
、
先
方
と
交
渉
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

最
終
合
意
の
内
容

　
粘
り
強
く
交
渉
を
重
ね
た
結
果
、
最
終
的
に
損
害

賠
償
金
と
し
て
、６
，３
３
２
万
円
で
合
意
し
ま
し
た
。

　

合
意
額
６
，３
３
２
万
円
か
ら
仮
払
金
５
，

４
４
２
万
円
を
差
し
引
い
た
８
９
０
万
円
を
支
払

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

討
論

反
対
　
田
川 

正
治 

　

　
私
が「
町
長
の
判
断
で
生
じ
た
遅
延
損
害
金
を
、
町

民
の
貴
重
な
税
金
で
あ
る
財
政
調
整
基
金
か
ら
支
払

う
こ
と
に
町
民
は
到
底
納
得
で
き
な
い
」と
質
問
。
町

長
は「
全
く
払
う
気
は
あ
り
ま
せ
ん
。
精
査
し
裁
判
を

し
な
が
ら
会
社
と
戦
う
」と
答
弁
。

　
昨
年
６
月
議
会
で
同
僚
議
員
が「
遅
延
損
害
金
に
町

民
の
血
税
１
億
円
余
り
が
ム
ダ
使
い
に
な
り
、
担
当
職

員
も
懲
戒
処
分
し
た
。
町
長
自
ら
け
じ
め
を
つ
け
る
べ

き
」と
質
問
。
町
長
は「
６
月
末
で
工
事
完
了
す
る
。
全

部
終
わ
り
次
第
自
ら
を
律
し
た
い
」と
答
弁
。

　
そ
の
町
長
の
態
度
表
明
も
な
く
欠
席
で
の
議
案
は

反
対
。

反
対
　
本
田 

芳
枝 

　 

　
和
解
金
を
支
払
う
こ
と
で
和
解
が
成
立
す
る
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
税
金
を
使
う
以
上
あ
る
程
度
明
確
な
根

拠
を
示
さ
れ
る
べ
き
で
す
。
12
月
議
会
以
降
の
経
過
説

明
が
、
担
当
者
が
事
務
手
続
き
な
し
で
退
職
、
説
明
が

で
き
な
い
と
い
う
答
弁
だ
っ
た
の
で
説
明
不
十
分
。

　
２
月
20
日
の
今
議
会
で
は
、
１
月
5
日
付
の
診
断
書

を
提
示
し
た
う
え
で
町
長
は
病
気
療
養
中
で
欠
席
と

い
う
説
明
で
し
た
が
、
職
務
代
理
者
に
権
限
を
委
譲
す

る
手
続
き
が
な
さ
れ
て
い
な
い
状
態
で
の
議
会
開
催

と
い
う
こ
と
で
７
議
案
す
べ
て
に
反
対
の
立
場
を
と

り
ま
し
た
。

事
件
の
概
要

新給食センター
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3
月
定
例
会

　
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　
3
月
定
例
会
は
、
2
日
か
ら
26
日
ま
で
、
25
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
度
の
当
初
予
算
、平
成
29
年
度
補
正
予
算
を
含
め
、議
案
20
件
、意
見
書
1
件
、請
願
1
件
、

陳
情
1
件
、決
議
案
1
件
、発
議
1
件
を
審
議
し
ま
し
た
。
議
案
な
ど
に
対
す
る
議
員
の
賛
否
は
9
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
質
問
は

10
人
が
行
い
、
そ
の
内
容
は
16
ペ
ー
ジ
か
ら
25
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。　借入金である町債は、ここ数年100億円程度で推

移しています。
　一方、貯金である町の基金も、学校や公共施設の
改修などにより、ここ数年は20〜 30億円の間で推
移しています。

※�基金とは、公共施設整備基金、減債基金、財政調整基金の三基金を指し
ます。

（
一
般
会
計
分
29
・
30
年
度
は
見
込
み
額
）

平成30年度の
予算総額
242億9,763万円 
（前年度比0.3％減）

一般会計予算
136億3,100万円

（前年度比1.1％増）

貯金（基金）と借金（町債）の状況は
町民1人当りの貯金は約5万円、借金は約21万円

10

26年度

18億55百万円
22億31百万円 26億19百万円

28億53百万円
25億23百万円

101億67百万円
106億32百万円 104億89百万円 106億31百万円

102億78百万円

基金（貯金）

町債（借金）

27年度 28年度 29年度 30年度

20

100

（億円）

（見込） （見込）

※
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歳入
136億3,100万円

歳出
136億3,100万円

　
収
入
の
う
ち
、
町
民
税
、
固
定
資
産
税
な
ど
の
自
主
財
源
は

全
体
の
59･

３
％
で
、
国
・
県
支
出
金
や
交
付
金
な
ど
の
依
存

財
源
は
40･

７
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
税
の
伸
び（
前
年
度
比
2.9
％
増
）が
見
ら
れ
る
ほ
か
ふ
る
さ

と
納
税
が
増
加
し
、
1
億
円
の
寄
附
金
収
入
を
見
込
み
ま
す
。

　
支
出
で
は
、
医
療
・
福
祉
な
ど
に
使
う
民
生
費
が
年
々
増
加

し
、
全
体
の
40･

１
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

特別会計予算
68億8,792万円（前年度比4.0％減）

（内訳）
国民健康保険特別会計
 40億5,305万円（前年度比10.2％減）
後期高齢者医療特別会計
 4億9,605万円（前年度比3.5％増）
介護保険特別会計
 23億3,781万円（前年度比7.3％増）
住宅新築資金等貸付事業特別会計
 101万円（前年度比12.9％減）

企業会計予算

37億7,871万円（前年度比1.6％増）

（内訳）
水道事業会計　
 13億2,784万円（前年度比1.5％増）
流域関連公共下水道事業会計
 24億5,086万円（前年度比1.7％増）

歳入
136億3,100万円

歳出
136億3,100万円

町税
62億3,756万円

45.8％

その他
13億9,452万円
10.2％

町債
6億1,830万円
4.5％

地方交付税
10億円
7.3％

国・県支出金
28億9,530万円
21.2％

その他
10億3,300万円

7.6％

自主財源
80億8,440万円
59.3％

民生費
54億6,242万円
40.1％

総務費
11億7,954万円

8.7％

公債費
10億8,648万円

8.0％

教育費
22億1,008万円
16.2％

衛生費
14億200万円
10.3％

土木費
13億4,893万円

9.9％

消防費
5億4,290万円
4.0％

農林水産業費
9,490万円
0.7％

その他
3億375万円
2.2％

依存財源
55億4,660万円
40.7％

繰入金
4億5,232万円
3.3％

町民税、固定
資産税など、
町民の皆様に
納めていただ
く税金です。

医療・福祉
など使い道
が決まった
補助金です。

ふるさと納
税の寄付金
はここに含
まれます。

自治体の規
模や人口に
応じて国か
ら交付され
るお金です。

町の借り入
れ金です。

医療・福祉
に使うお金
です。借り入れの

返済金です。

※�端数処理（四捨五入）により
合計が一致しない場合があ
ります。

※�端数処理（四捨五入）により
合計が一致しない場合があ
ります。
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100万円
900万円

障害者地域
生活支援

100万円
道路維持修繕

1,900万円

元気高齢者支援

駕与丁公園
管理

　
粕
屋
町
に
１
億
1
千
万
円
の

ふ
る
さ
と
納
税
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
寄
付
し
て
い
た
だ
い
た
方
の

意
向
を
尊
重
し
て
、
予
算
化
し

ふ
り
わ
け
て
い
ま
す
。ふるさと納税の　　つかいみち

色んな　方から
応援いただ　いています

250万円

社会体育

100万円

健康づくり
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50万円
文化活動

町立保育所
運営管理

まちづくり
活動支援

400万円
200万円

かすやこども館
運営管理

2,600万円

子育て支援

2,200万円

私立・町外保育
施設等運営

2,100万円

ふるさと納税の　　つかいみち

色んな　方から
応援いただ　いています

消防団運営

100万円
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提
出
者

　
福
永
　
善
之

　
太
田
　
健
策

提
案
理
由

　
駕
与
丁
公
園
内
の
水
鳥
橋
の
落
橋
は
、
平
成
26
年
12

月
に
発
生
し
、
今
日
ま
で
3
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
事
業
の
優
先
順
位
と
し
て
、
町
民
か
ら
橋
の
設
置
の

要
望
が
強
い
の
か
、
ま
た
、
橋
を
設
置
す
る
に
し
て
も

橋
の
構
造
面
か
ら
、
こ
の
度
提
案
さ
れ
た
４
，
４
０
０

万
円
の
予
算
が
適
正
か
ど
う
か
、
執
行
部
に
は
再
考
を

促
し
た
い
。

平成30年度 一般会　計予算減額修正案

討
論反

対
　
　

案
浦
　
兼
敏

　

落
橋
し
た
水
鳥
橋
の
架
橋
に
対
す
る
町
民
、
駕
与
丁
公

園
利
用
者
か
ら
の
長
年
の
要
望
に
よ
り
、
や
っ
と
来
年
度

予
算
案
に
詳
細
設
計
費
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
削

減
し
よ
う
と
す
る
予
算
修
正
案
は
、
町
民
な
ど
の
期
待
を

裏
切
る
も
の
で
あ
り
、
反
対
し
ま
す
。

　

財
源
を
何
に
回
す
べ
き
か
を
決
め
ず
、
単
に
予
算
を
削

減
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
無
責
任
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

賛
成
　
　

田
川
　
正
治

　

設
計
費
４
，４
０
０
万
円
あ
れ
ば
町
立
保
育
所
の
雨
漏

り
、
職
員
の
更
衣
室
、
ト
イ
レ
、
ク
ー
ラ
ー
、
戸
口
、
網

戸
、
水
道
の
修
繕
が
で
き
、
総
工
事
費
３
億
円
あ
れ
ば
建

て
替
え
も
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
福
祉
、
介
護
、
障
が
い
者
、
高
齢
者
な
ど
削
減

さ
れ
て
い
る
事
業
や
、
高
す
ぎ
る
国
保
税
を
1
世
帯
1
万

円
引
き
下
げ
ら
れ
、
町
民
に
大
変
喜
ば
れ
ま
す
。

　

今
必
要
な
事
業
に
税
金
を
使
う
べ
き
で
す
。

落橋当時の水鳥橋

可決
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平成30年度 一般会　計予算減額修正案

反
対　
　

木
村
　
優
子

　

駕
与
丁
公
園
は
粕
屋
町
の
顔
で
、
誰
も
が
集
え
る
憩
い
の

場
所
で
す
。
高
齢
化
を
迎
え
る
中
で
、
ま
た
、
子
ど
も
の
多

い
粕
屋
町
で
は
、長
い
時
間
歩
く
こ
と
が
出
来
な
い
方
で
も
、

駐
車
場
か
ら
も
近
い
水
鳥
橋
を
通
れ
ば
、
最
短
で
広
場
に
行

く
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

予
算
が
付
い
て
い
れ
ば
こ
れ
か
ら
精
査
し
て
、
よ
り
安
価

な
方
法
を
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

反
対　
　

末
若
　
憲
治

　

４
，４
０
０
万
円
と
い
う
額
は
一
見
高
く
感
じ
ま
す
が
、

こ
れ
は
町
独
自
の
判
断
で
は
な
く
、
県
の
指
標
で
あ
る
設
計

業
務
等
標
準
積
算
基
準
書
を
基
に
算
出
さ
れ
た
額
で
あ
り
、

他
市
町
村
で
も
同
じ
長
さ
の
橋
で
あ
れ
ば
、
同
じ
金
額
が
算

出
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

こ
こ
で
予
算
を
0
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
計
画
自
体
の

白
紙
を
意
味
す
る
た
め
、
予
算
を
残
し
、
今
後
十
二
分
に
検

討
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

賛
成　
　

中
野
　
敏
郎

　

一
般
質
問
で
も
、
予
算
審
議
で
も
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

建
設
分
野
で
の
人
事
的
な
配
慮
が
必
要
で
す
。
職
員
だ
っ
て

不
安
で
し
ょ
う
。
町
民
の
方
々
に
受
益
者
負
担
を
求
め
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

つ
ま
り
、
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
公
開
し
ま
し
ょ
う
。
施
政

方
針
に
あ
る
よ
う
に
、
共
に
創
り
ま
し
ょ
う
。

賛
成
　
　

川
口
　
　
晃

　

昨
年
、
水
鳥
橋
の
詳
細
設
計
費
用
は
４
，
４
０
０
万
円
と
言

及
さ
れ
ま
し
た
。

　

普
通
、
設
計
費
は
工
事
費
の
５
～
10
％
位
だ
と
聞
い
て
い
ま

す
。そ
う
し
ま
す
と
工
事
費
は
４
～
８
億
円
の
中
に
入
り
ま
す
。

　

４
億
円
を
念
頭
に
置
き
ま
す
と
、
４
億
円
の
工
事
費
は
余
り

に
も
高
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
２
億
円
の
工
事
だ
と
設
計
費
は

２
，
０
０
０
万
円
で
済
み
ま
す
。
４
，
４
０
０
万
円
は
高
い
。
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提
出
者

　
八
尋 

源
治
　
安
藤 

和
寿

　
久
我 

純
治
　
鞭
馬 

直
澄

　
小
池 

弘
基
　
案
浦 

兼
敏

　
太
田 

健
策
　
井
上 

正
宏

　
木
村 

優
子
　
末
若 

憲
治

提
案
理
由

　
粕
屋
町
に
お
け
る
平
成
30
年

２
月
15
日
時
点
で
１
，
５
８
５

人
の
申
し
込
み
に
対
し
１
，

３
４
４
人
が
入
所
内
定
と
な

り
、
待
機
児
童
は
２
４
１
人
を

数
え
ま
す
。

　
町
立
保
育
所
の
建
て
替
え
は

開
園
ま
で
早
く
て
も
３
年
を
要

し
、
待
機
児
童
の
解
消
に
は
、

時
間
が
か
か
り
す
ぎ
ま
す
。
早

急
な
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る

現
状
か
ら
、
民
間
の
保
育
所
が

な
い
地
域
で
あ
る
粕
屋
町
西
部

地
区
に
民
間
の
保
育
所
を
誘
致

す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

反
対　
　

川
口
　
　
晃

　

全
員
協
議
会
の
場
で
Ａ
福
祉
会
の
紹
介
後
、
Ｂ

社
跡
地
に
保
育
所
建
設
の
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
町
に
補
助
金
申
請
さ
れ
る
も
の

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
決
議（
案
）が

提
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
誰
が
見
て
も
Ａ
福
祉
会
を
念
頭
に

お
い
た
推
薦
の
決
議
に
な
り
ま
す
。こ
れ
は
、

し
て
は
い
け
な
い
議
員
の『※

口
利
き
行
為
』に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

反
対　
　

田
川
　
正
治

　

反
対
の
理
由
は
、
４
日
前
に
議
員
全
員
協

議
会
で
こ
の
議
案
が
提
出
さ
れ
る
直
前
に
、

西
部
地
区
に
保
育
所
を
運
営
し
た
い
と
事
業

者
か
ら
説
明
が
あ
り
、
町
議
会
へ
の
協
力
要

請
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
直
後
に
こ

の
決
議
案
が
議
長
か
ら
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
町
議
会
議
員
や
町
議
会
は
、
特※

定

の
事
業
者
の
仕
事
を
行
政
に
要
請
す
る
こ

と
は
、
正
し
く
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

賛
成　
　

木
村
　
優
子

　

本
年
度
予
算
で
待
機
児
童
対
策
に
向
け
た

も
の
は
な
く
、
増
え
続
け
る
待
機
児
童
を
ど

の
様
に
す
る
の
か
。
早
急
な
対
策
を
求
め
ら

れ
る
中
、
西
部
地
域
に
保
育
所
を
建
設
し
た

い
業
者
が
い
る
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

議
会
は
請
願
を
採
択
し
て
お
り
、
待
機
児

童
対
策
と
し
て
西
部
地
域
に
新
し
い
保
育
所

を
願
う
声
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
行
政
に
は
対
応
し
て
ほ
し
い
。

賛
成
　
　

安
藤
　
和
寿

　

現
時
点
で
の
待
機
児
童
対
策
は
喫
緊
の
課

題
、
町
立
保
育
所
存
続
を
求
め
る
請
願
書
採
決

に
議
会
と
し
て
採
択
、可
決
し
た
事
を
踏
ま
え
、

請
願
内
容
の
西
校
区
へ
の
新
設
を
希
望
・
ニ
ー

ズ
に
適
応
し
た
新
保
育
所
の
早
期
設
立
、
粕
屋

町
の
用
途
地
域
状
況
か
ら
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
対

応
出
来
る
も
の
と
解
釈
す
る
運
営
法
人
は
、
障

害
児
保
育
に
は
特
に
力
を
入
れ
、
職
員
の
体
制

作
り
な
ど
総
合
的
に
判
断
し
賛
同
す
る
。

討
論

可決

粕屋町西部地区に民間の保育所
を誘致することを要望する決議

※�

議
場
に
お
い
て
議
長
よ
り
不
穏
当
発
言（
不
適
切
な
発
言
）と
注
意
を

受
け
て
い
ま
す
。
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町立保育所の建て替えに関する
特別委員会の設置

反
対　
　

本
田
　
芳
枝

　

3
月
議
会
で
Ａ
法
人
の
西
部
地
区
で
の

保
育
所
創
設
と
い
う
説
明
を
受
け
た
後
の

決
議
案
だ
か
ら
反
対
。

　

そ
の
内
容
が
、
公
募
を
省
い
て
臨
時
議

会
を
招
集
、
予
算
確
定
、
通
常
2
年
か
か

る
も
の
を
1
年
で
と
い
う
内
容
。
行
政
の

監
視
機
関
で
あ
る
べ
き
議
会
の
、
公
募
を

省
き
選
抜
な
し
で
特
定
の
法
人
の
後
押
し

を
す
る
よ
う
な
疑
念
を
抱
か
せ
る
内
容
を

含
ん
だ
決
議
案
に
は
賛
同
で
き
な
い
。

賛
成　
　

末
若
　
憲
治

　

私
自
身
も
西
部
地
区
出
身
の
議
員
と
し

て
、
こ
の
西
部
地
区
に
保
育
所
を
誘
致
す

る
こ
と
を
望
ん
で
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
町
民
の
方
が
望
ん
で
い

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
別
の
議
員
か
ら

は
特
定
の
法
人
の
為
の
決
議
案
だ
と
い
う

間
違
っ
た
発
言
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は

特
定
の
法
人
の
た
め
の
決
議
案
で
は
な
く
、

粕
屋
町
の
子
ど
も
達
の
た
め
の
決
議
案
だ

と
考
え
ま
す
。

目
的

　
老
朽
化
し
た
町
立
仲
原
保

育
所
と
町
立
中
央
保
育
所
を

町
立
の
ま
ま
建
て
替
え
る
こ

と
に
関
す
る
諸
問
題
を
調
査

研
究
す
る
た
め
。

設
置
の
期
間

　
平
成
30
年
３
月
26
日
か
ら

町
立
仲
原
保
育
所
と
町
立
中

央
保
育
所
の
建
て
替
え
が
完

了
す
る
ま
で

委
員

　
● 

総
務
　

　
　 

鞭
馬
　
直
澄（
委
員
長
）

　
　 

井
上
　
正
宏

　
● 

厚
生

　
　 

本
田
　
芳
枝（
副
委
員
長
）

　
　 

田
川
　
正
治

　
● 
建
設

　
　 
案
浦
　
兼
敏

　
　 

久
我
　
純
治

報
告
事
項

建替予定の保育所

可決

   

　
昨
年
６
月
議
会
で
提
案
さ
れ

た「
老
朽
町
立
保
育
所
の
建
替
え

計
画
」は
、
平
成
30
年
度
に
お
い

て
、
実
行
さ
れ
る
見
込
み
は
非

常
に
少
な
く
な
っ
た
た
め
、
町

立
保
育
所
建
替
・
民
営
化
に
関

す
る
特
別
委
員
会
の
廃
止
が
決

定
し
ま
し
た
。
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一目でわかる審議結果（賛否の分かれた議案のみ）

○ ⇒賛成　● ⇒反対
― ⇒退席　欠 ⇒欠席

採
決
結
果

賛
成(

人)

末
若　
憲
治

井
上　
正
宏

案
浦　
兼
敏

鞭
馬　
直
澄

安
藤　
和
寿

中
野　
敏
郎

木
村　
優
子

太
田　
健
策

川
口　
　
晃

田
川　
正
治

福
永　
善
之

小
池　
弘
基

久
我　
純
治

本
田　
芳
枝

八
尋　
源
治

山
　
秀
隆

粕屋町国民健康保険税の一部を改正 可
決 13 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

粕屋町国民健康保険条例の一部を改正 可
決 13 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○

特別職の職員で非常勤のものの報酬及
び費用弁償に関する条例の一部を改正

可
決 12 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

平成29年度粕屋町一般会計補正予算 可
決 13 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○

平成29年度粕屋町国民健康保険特別会
計補正予算

可
決 13 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○

平成29年度粕屋町後期高齢者医療特別
会計補正予算

可
決 13 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○

平成30年度粕屋町一般会計予算 可
決 13 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

平成30年度一般会計予算減額修正案 可
決 8 ● ● ● ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ −

平成30年度粕屋町国民健康保険特別会
計予算

可
決 13 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○

平成30年度粕屋町後期高齢者医療特別
会計

可
決 13 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○

粕屋町西部地区に民間の保育所を誘致する
ことを要望する決議

可
決 10 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ● ● ○ ○ ● ○

町立保育所の建て替えに関する特別委員
会の設置

可
決 11 ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ●

☆　議案名については分かりやすい文言に置き換えています。

●議員より提出された意見書
件名 提出議員 結果

日本国憲法第９条の改憲構想に関する意見書 田川正治
川口　晃 否決

●住民より提出された請願書
件名 提出者 紹介議員 結果

「少人数学級の推進」
「義務教育費国庫負担制度拡充」を国の関係機
関に求める意見書提出に関する請願

池間　龍三
（粕屋町在住）

中野　敏郎
本田　芳枝
田川　正治
川口　　晃

不採択

●住民より提出された陳情書
件名 提出者 結果

おたふくかぜワクチンの接種費用に対する公
費助成を求める陳情

ふたばこども
クリニック

院長　舎川康彦
採択
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交通ICカード

多々良川浄化センター

総
務
常
任
委
員
会

　 

高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主
返
納
支

援
の
対
象
年
齢
が
引
き
下
げ
ら
れ

ま
し
た
。

建
設
常
任
委
員
会

　 

特
定
事
業
場
か
ら
排
出
さ
れ
る
下

水
の
制
限
に
、
新
た
な
項
目
が
追

加
さ
れ
ま
し
た
。

　 

ア
ン
モ
ニ
ア
性
窒
素
、
亜
硝
酸
性
窒
素
及
び
硝
酸
性

窒
素
含
有
量

　

�

1
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
３
８
０
ミ
リ
グ
ラ
ム
未
満

　

�

窒
素
含
有
量

　

�

1
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
２
４
０
ミ
リ
グ
ラ
ム
未
満

　

�

り
ん
含
有
量

　

��

1
リ
ッ
ト
ル
に
つ

き
32
ミ
リ
グ
ラ
ム

未
満

委員会レポート
自
主
返
納
さ
れ
た
方

に
５
千
円
分
の
交
通

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
交
付

し
ま
す
。

平
成
30
年
４
月
１
日

よ
り
施
行
。

現行
80歳以上

改正
70歳以上
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平成30年度から国民健康保険の制度が改正され、
福岡県との共同運営になります。

改正案　収入階層別・世帯構成別のモデル保険税

改正後の仕組み
○�都道府県が財政運営の責任主体となり、市町村ごとの国保事業費納付金の額
の決定や、保険給付に必要な費用を全額、市町村に対して支払うことにより、
国保財政の「入」と「出」を管理する。

○�市町村は、都道府県が市町村ごとに決定した納付金を都道府県に納付する。

　
町
立
仲
原
・
中
央
保
育
所

老
朽
化
対
策
に
つ
い
て
、
厚

生
常
任
委
員
会
か
ら
町
に
要

望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
昨
年
11
月
21
日
に
老
朽
化

し
た
町
立
仲
原
・
中
央
保
育

所
を
委
員
会
で
視
察
し
ま
し

た
。
12
月
議
会
で
、
園
児
の

安
全
面
に
考
慮
し
、
町
に
対

し
、
早
急
な
補
修
を
行
う
よ

う
要
請
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
平
成
30
年
1
月

中
旬
に
は
床
の
補
修
工
事
が

完
了
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
老
朽

化
し
た
部
分
は
多
く
、
今
後

も
継
続
し
て
、
補
修
な
ど
を

行
う
よ
う
、
今
回
3
月
に
改

め
て
、
町
に
要
望
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

補修された床

厚
生
常
任
委
員
会

１．35歳夫婦＋子２人（妻の収入なし）
給与収入 所得

①医療分 ②支援分 ③介護分 合計　①＋②＋③
改正案 現年度比 改正案 現年度比 改正案 現年度比 改正案 現年度比

98万円 33万円 35,100 ▲�3,900 13,500 1,800 0 0 48,600 ▲�2,100
122万円 57万円 74,800 ▲�7,000 28,200 3,700 0 0 103,000 ▲�3,300
200万円 122万円 119,000 ▲�8,300 43,800 5,700 0 0 162,800 ▲�2,600
300万円 192万円 201,700 ▲�13,600 74,100 9,600 0 0 275,800 ▲�4,000
359万円 233万円 253,000 ▲�17,000 93,000 12,000 0 0 346,000 ▲�5,000
400万円 266万円 275,400 ▲�17,700 100,900 13,000 0 0 376,300 ▲�4,700
500万円 346万円 329,800 ▲�19,300 120,100 15,400 0 0 449,900 ▲�3,900
600万円 426万円 384,200 ▲�20,900 139,300 17,800 0 0 523,500 ▲�3,100
700万円 510万円 441,300 ▲�22,600 159,400 20,300 0 0 600,700 ▲�2,300
800万円 600万円 502,500 ▲�24,400 181,000 23,000 0 0 683,500 ▲�1,400

３．60歳単身世帯

給与収入 所得
①医療分 ②支援分 ③介護分 合計　①＋②＋③

改正案 現年度比 改正案 現年度比 改正案 現年度比 改正案 現年度比
98万円 33万円 14,400 ▲�300 5,400 900 5,100 300 24,900 900
122万円 57万円 40,300 ▲�1,000 14,700 2,200 13,700 900 68,700 2,100
200万円 122万円 108,500 ▲�2,800 39,300 5,700 36,500 2,700 184,300 5,600
300万円 192万円 156,100 ▲�4,200 56,100 7,800 51,900 4,100 264,100 7,700
359万円 233万円 184,000 ▲�5,000 66,000 9,000 61,000 5,000 311,000 9,000
400万円 266万円 206,400 ▲�5,700 73,900 10,000 68,200 5,600 348,500 9,900
500万円 346万円 260,800 ▲�7,300 93,100 12,400 85,800 7,200 439,700 12,300
600万円 426万円 315,200 ▲�8,900 112,300 14,800 103,400 8,800 530,900 14,700
700万円 510万円 372,300 ▲�10,600 132,400 17,300 121,900 10,500 626,600 17,200
800万円 600万円 433,500 ▲�12,400 154,000 20,000 141,700 12,300 729,200 19,900

２．70歳夫婦（夫は年金収入のみ、妻の収入なし）

年金収入 年金所得
①医療分 ②支援分 ③介護分 合計　①＋②＋③

改正案 現年度比 改正案 現年度比 改正案 現年度比 改正案 現年度比
153万円 33万円 21,300 ▲�1,500 8,100 1,200 0 0 29,400 ▲�300
177万円 57万円 51,800 ▲�3,000 19,200 2,700 0 0 71,000 ▲�300
242万円 122万円 117,300 ▲�5,800 42,900 5,900 0 0 160,200 100
312万円 192万円 179,100 ▲�8,200 65,100 8,800 0 0 244,200 600
361万円 233万円 207,000 ▲�9,000 75,000 10,000 0 0 282,000 1,000

　
●
日
程

 

平
成
30
年
１
月
17
日
〜
18
日

●
参
加
人
数
9
名

　
（
内
訳・議
員
7
名・職
員
2
名
）

●
総
費
用　
５
９
７
，
７
７
１
円

●
視
察
先

　
①
東
京
都
狛
江
市

　
②
千
葉
県
柏
市

●
目
的
・
内
容

　
① 

狛
江
市
避
難
行
動
要
支
援

者
支
援
及
び
福
祉
避
難
所

設
置
運
営

　
② 

在
宅
医
療
・
介
護
多
職
種

連
携
柏
モ
デ
ル

　
　

�

粕
屋
町
に
と
っ
て
、
学

ぶ
こ
と
も
多
く
、
今
後
、

町
の
た
め
に
活
か
し
て

い
き
ま
す
。

視察風景

視
察
報
告
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町政を問う  一般質問
　一般質問は定例会で行われ、粕屋町は会期の始めに行っています。議員は、町政
全般にわたって、町長など執行機関の考えを問いただします。
　質問の内容は事前に通告し、持ち時間60分の範囲で１問１答※で行います。
※質疑、答弁を理解するまで繰り返す方法

記事は会議録に基づき、議員個々の原稿を基に掲載しております。
詳細は会議録【ホームページ・議会事務局・粕屋フォーラム（図書館）に置く】をご参照ください。

井上　正宏 議員　　P16
①池田泰博前副町長辞職を問う
②児童・生徒検定料の補助の拡大は

田川　正治 議員　　P17
①町長病気入院、池田副町長辞職は
②国民健康保険税滞納者差し押さえ
③町立保育所の存続と待機児童対策

太田　健策 議員　　P18
①原町のバスカットは
②監査委員「議員枠」廃止を
③粕屋町公共施設等総合管理計画は

福永　善之 議員　　Ｐ19
①二人目の副町長の辞職理由は

久我　純治 議員　　Ｐ20
①立体的建物で複合施設の保育所に
②幼稚園を認定こども園に移行を

※バラは粕屋町の町花です。

川口　晃 議員　　　Ｐ21
①柚須・上大隈両会館に昇降機を
②役場の新規採用者数は

案浦　兼敏 議員　　Ｐ22
①来年度予算の重点政策は何か
②実態を踏まえ職員定数の見直しを

鞭馬　直澄 議員　　Ｐ23
①仲原保育所床修繕が遅れた原因は

中野　敏郎 議員　　Ｐ24
①「水鳥橋」の設計で「共創」は
② 新たな副町長・部長の任用は

本田　芳枝 議員　　Ｐ25
①「民営化」の文言の見直しを

掲載は質問順としています。
　本議会一般質問においては、町長病気療養中で不在のため、吉武副町長
が答弁を行いました。

平成30年3月5日、6日、7日実施
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な
ぜ
、
池
田
泰
博
前

副
町
長
は
辞
職
さ
れ
た

の
で
す
か
。

　

退
職
理
由
は
一
身
上

の
都
合
で
す
。

　

推
測
と
し
て
、
恐
ら

く
健
康
面
で
の
問
題
で

は
な
か
っ
た
の
か
な
と

い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い

る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

池
田
氏
が
、
半
年
間

の
中
で
何
を
さ
れ
た
の

で
す
か
。

井
上

副
町
長

井
上

　

昨
年
の
４
月
か
ら
中

学
３
年
生
対
象
に
英
検

の
検
定
料
を
補
助
さ
れ

て
ま
す
が
、
こ
の
発
案
は
。

　

他
の
議
員
の
一
般
質

問
で
受
験
料
の
一
部
補

助
と
い
う
こ
と
を
言
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

糟
屋
郡
の
あ
る
町
で
は
、

小
学
４
年
か
ら
６
年
ま
で

の
漢
検
の
検
定
料
全
額
補

助
、
中
学
１
年
、
２
年
の
英

検
の
検
定
料
を
全
額
補
助
。

　

ま
た
、
あ
る
町
の
小
学

校
の
一
部
で
す
が
、
小
学

３
年
か
ら
６
年
ま
で
の
漢

検
検
定
料
を
全
額
補
助
さ

れ
て
い
ま
す
。

教
育
長

　

検
定
と
い
う
の
は
資

格
に
な
る
わ
け
で
す
が
、

井
上

教
育
長

井
上

副
町
長

　

職
員
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、

あ
と
は
、
給
食
セ
ン
タ
ー

の
問
題
に
つ
い
て
担
当

を
さ
れ
ま
し
た
。

井
上

　

吉
武
副
町
長
と
池
田

氏
の
人
間
関
係
は
。

副
町
長

　

何
か
非
常
に
難
し
い

こ
と
を
聞
か
れ
て
る
と

思
う
の
で
す
が
、
別
に

普
通
に
話
し
を
し
て
い

ま
し
た
。

　

仲
が
悪
い
と
か
は
全

然
あ
り
ま
せ
ん
。

基
本
は
受
益
者
負
担
と

い
う
こ
と
で
。

　

本
人
が
そ
の
金
額
を

払
っ
て
そ
の
試
験
に
臨
ん

で
資
格
を
取
る
の
が
原
則

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

井
上

　

素
晴
ら
し
い
粕
屋
町

の
教
育
環
境
の
中
で
児

童
、
生
徒
た
ち
を
伸
ば

す
手
段
、
方
法
と
し
て

検
定
料
の
助
成
、
補
助

を
お
願
い
し
ま
す
。

教
育
長

　

町
に
余
裕
が
あ
れ
ば
少

し
で
も
援
助
し
て
、
子
ど

も
た
ち
に
そ
う
い
う
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
機
会
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

英
検
に
つ
い
て
は
拡
大

の
方
向
で
進
ん
で
い
ま
す
。

池
田
泰
博
前
副
町
長

辞
職
を
問
う井

上

　

定
数
２
名
の
副
町
長

制
は
今
後
ど
う
な
る
の

で
す
か
。副

町
長

　

町
長
が
復
帰
さ
れ
た

後
、
慎
重
に
検
討
す
べ

き
で
は
な
い
か
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

井上　正宏�議員

児童・生徒検定料の補助の拡大は
西村・教育長／基本は受益者負担ということで

吉
武
・
副
町
長
／
退
職
理
由
は

一
身
上
の
都
合

楽しく学んでいます

池田泰博前副町長の言葉

市制施行の準備と職員の
レベルアップを図る。
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町長病気入院、池田副町長辞職は
吉武・副町長/通常の事業においても支障はない

田川　正治�議員
田
川

　

池
田
副
町
長
の
採
用

が
6
月
議
会
で
議
決
さ

れ
半
年
余
り
で
病
気
辞

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
長
が
選
挙
公
約
の

一
つ
と
し
て
池
田
氏
を

人
選
し
た
任
命
責
任
は

重
大
で
あ
り
、
原
因
と

真
相
を
議
会
と
町
民
に

説
明
す
べ
き
で
す
。

副
町
長

　

辞
表
を
出
さ
れ
て
町

長
と
話
さ
れ
た
と
い
う

こ
と
で
、
詳
し
い
こ
と

は
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

議
会
の
皆
様
と
同
様

に
池
田
氏
が
体
調
を
回

復
さ
れ
て
辞
職
の
理
由

を
説
明
さ
れ
る
の
が
大

事
と
思
っ
て
い
ま
す
。

田
川

　

給
食
セ
ン
タ
ー
工
事
中
断

の
和
解
金
７
，
０
０
０
万
円

を
3
月
末
に
支
払
う
署
名

捺
印
の
文
書
提
出
や
町
立

保
育
所
の
建
替
え
問
題
な

ど
、
病
気
入
院
し
て
い
る
町

長
か
ら
聞
い
て
い
る
こ
と
を

説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

副
町
長

　

弁
護
士
費
用
の
話
な
ど

あ
り
ま
す
が
、
町
長
が
出

て
き
て
説
明
す
る
こ
と
は

難
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

保
育
所
の
民
営
化
の
こ

と
も
、
町
長
の
思
い
も
あ

り
復
帰
さ
れ
た
後
に
説
明

さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
滞
納
者
差
し
押
さ
え

臼
井
・
収
納
課
長
／
最
低
生
活
費
相
当
額
を
考
慮
し
て
い
る

町
立
保
育
所
の
存
続
と
待
機
児
童
対
策

堺
・
子
ど
も
未
来
課
長
／
今
回
建
て
替
え
は
検
討
し
て
い
な
い

田
川

　

国
民
健
康
保
険
税
が

高
く
、
担
税
能
力
を
超

え
て
お
り
、
滞
納
し
て

差
し
押
さ
え
ら
れ
る
世

帯
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

国
税
徴
収
法
で
の
差

し
押
さ
え
の
限
度
額
は

田
川

　

保
育
所
の
待
機
児
童

数
は
何
人
で
す
か
。

こ
ど
も
未
来
課
長

　

2
月
15
日
現
在
で

２
４
１
人
で
昨
年
よ
り

12
名
増
で
す
。

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

　

法
令
に
滞
納
者
の
財

産
を
差
し
押
さ
え
る
に

あ
た
っ
て
は
、
滞
納
者

の
個
々
の
財
産
で
そ
の

生
活
の
維
持
に
必
要

収
納
課
長

田
川

　

町
立
保
育
所
や
幼
稚
園

を
建
て
直
し
て
存
続
し
、

子
ど
も
が
減
り
高
齢
化
に

な
っ
て
も
複
合
的
な
福
祉

施
設
と
し
て
避
難
場
所
に

も
活
用
す
べ
き
で
す
。

　

国
の
長
寿
命
化
事
業
債

を
活
用
し
て
建
物
の
使
用

不
可
欠
と
認
め
ら
れ
る

財
産
や
、
差
し
押
さ
え

を
禁
止
す
る
財
産
に
つ

い
て
規
定
が
あ
り
、
最

低
生
活
費
相
当
額
を
考

慮
し
た
う
え
で
差
し
押

さ
え
禁
止
額
を
除
い
た

金
額
の
差
し
押
さ
え
を

行
っ
て
い
ま
す
。

年
数
の
延
命
さ
せ
る
こ
と

を
検
討
す
べ
き
で
す
。

　

今
回
の
建
て
替
え
が

そ
の
前
の
段
階
で
今
話

が
中
断
し
て
い
ま
す
の

で
、
ま
だ
そ
こ
ま
で
の
検

討
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

こ
ど
も
未
来
課
長

○�

２
０
１
９
年
度
の
予
算

編
成
は
安
倍
政
権
の
も

と
で
広
が
る
格
差
と
貧

困
を
解
消
す
る
施
策
に

な
っ
て
い
る
か

その他の質問
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太
田

　

バ
ス
カ
ッ
ト
が
設
置

し
て
あ
る
の
に
タ
ク

シ
ー
の
待
機
場
所
に

な
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ

で
す
か
。

安
松・道
路
環
境
整
備
課
長

　

町
と
い
た
し
ま
し
て

は
交
通
渋
滞
解
消
に
つ

な
が
る
た
め
、
福
岡
県

土
整
備
事
務
所
と
関
係

地
権
者
と
の
協
議
を

行
っ
て
来
ま
し
た
が
、

い
ま
だ
に
合
意
に
至
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。

太
田

　

地
方
自
治
法
の
改
正

で
、
２
０
１
８
年
４
月

か
ら
は
議
員
は
選
ば
な

い
こ
と
も
可
能
に
な
っ

た
こ
と
を
受
け
、
専
門

性
の
高
い
人
材
を
充
て
、

監
査
機
能
の
強
化
を
目

指
す
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
粕
屋
町
の
考

え
は
。

太
田

　

総
合
管
理
計
画
の
策

定
に
あ
た
っ
て
議
会
や

住
民
へ
の
充
分
な
情
報

提
供
な
ど
を
行
い
つ
つ

策
定
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
あ
り
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
な
現
実
で
計

画
さ
れ
ま
し
た
か
。

総
務
課
長

　

今
後
の
基
本
方
針
に

太
田

　

10
年
間
ほ
っ
た
ら
か

し
に
な
っ
て
お
り
早
期

に
解
決
し
て
欲
し
い
。

都
市
政
策
部
長

　

県
道
の
ほ
う
の
事
業

と
し
て
お
願
い
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
根
気
強

く
、
で
き
る
だ
け
速
や

か
に
こ
の
事
業
が
終
結

す
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

原
町
の
バ
ス
カ
ッ
ト
は

因
・
都
市
政
策
部
長
／

速
や
か
に
終
結
す
る
よ
う

努
力
し
ま
す

太田　健策�議員

粕屋町公共施設等総合
管理計画は

山本・総務課長／合意形式を
図る施策を検討します

監査委員「議員枠」廃止を

山本・総務課長／監査基準の
策定などの取組が必要

原町のバスカット

総
務
課
長

　

監
査
体
制
の
見
直
し

に
つ
き
ま
し
て
は
、
監

査
制
度
の
充
実
強
化
の

一
部
に
し
か
過
ぎ
な
い

と
考
え
て
お
り
ま
し
て
、

監
査
基
準
の
策
定
や
勧

告
制
限
の
創
設
や
監
査

体
制
の
共
同
設
置
の
取

組
が
必
要
で
す
。

基
づ
き
ま
し
て
、
各
施

設
所
管
課
長
な
ど
が
個

別
計
画
を
具
体
化
し
て

い
く
中
で
施
設
ご
と
の

方
針
や
改
修
、
更
新
な

ど
の
優
先
順
位
や
実
施

時
期
を
判
断
し
て
い
く

際
に
は
、
議
会
や
町
民

と
の
合
意
形
成
を
図
る

施
策
を
検
討
し
、
実
施

し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
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福
永

　

昨
年
６
月
議
会
で
池

田
氏
の
副
町
長
と
し
て

の
選
任
同
意
が
議
会
に

提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
賛
成
多
数

（
賛
成
８
名
、
反
対
７
名
）

で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
私
の
質
問

内
容
を
町
長
は
読
ま
れ

て
い
ま
す
か
。

安
河
内・総
務
部
長

　

把
握
し
て
お
る
と
思

い
ま
す
。福

永

　

今
年
に
入
り
、
議
会

に
辞
職
の
通
達
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

　

町
長
は
池
田
氏
の
選

任
に
あ
た
り
、
私
よ
り

優
秀
な
人
に
役
場
職
員

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
任

せ
た
い
、
と
言
わ
れ
ま

し
た
。

　

役
場
は
ど
の
よ
う
に

変
わ
り
ま
し
た
か
。

副
町
長

　

ど
こ
が
ど
う
変
わ
っ

た
の
か
客
観
的
に
は
分

か
り
ま
せ
ん
。

総
務
部
長

　

具
体
的
に
説
明
で
き
る

内
容
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。

福
永

　

池
田
氏
の
月
額
の
①

給
料
・
②
地
域
手
当
は

い
く
ら
で
す
か
。

山
本・総
務
課
長

　

①
は
６
７
万
４
千
円
、

②
は
４
万
４
４
０
円
で
す
。

福永　善之議員

二人目の副町長の辞職理由は
吉武・副町長／私ではわかりません

福
永

　

12
月
の
期
末
手
当
は

い
く
ら
で
す
か
。

総
務
課
長

　

１
２
１
万
４
，
５
４
８

円
で
す
。

福
永

　

退
職
手
当
は
い
く
ら

で
す
か
。総

務
課
長

　

正
確
な
額
は
ま
だ
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
１
０
０
万

円
相
当
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。

福
永

　

１
年
未
満
の
就
労
で

も
退
職
金
は
発
生
す
る

の
で
す
か
。

総
務
課
長

　

１
年
未
満
で
支
給
の

制
限
が
か
か
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

福
永

　

辞
職
の
理
由
に
は
、

『
一
身
上
の
都
合
』
と
だ

け
書
か
れ
て
お
り
ま
す

が
、
特
別
職
で
あ
り
選

任
に
あ
た
り
議
会
の
議

決
案
件
で
す
。

　

町
民
へ
の
辞
職
の
説
明

責
任
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

副
町
長

　

お
っ
し
ゃ
る
通
り
だ

と
思
い
ま
す
。

　

辞
職
の
理
由
が
分
か

ら
な
い
の
で
、
町
長
の

入
院
先
に
行
き
ま
し
た
。

福
永

　

町
長
は
何
と
言
わ
れ

ま
し
た
か
。

副
町
長

　

一
身
上
の
都
合
と
い

う
辞
表
を
見
せ
ら
れ
ま

し
た
。

福
永

　

一
身
上
の
都
合
と
い

う
建
前
で
は
、
町
民
は
納

得
し
ま
せ
ん
よ
、
と
伝
え

な
か
っ
た
の
で
す
か
。

副
町
長

　

伝
え
ま
し
た
。

地方自治法　第百六十三条
　副町長の任期は、四年とする。
　ただし、町長は、任期中において
もこれを解職することができる。
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久
我

　

粕
屋
町
も
10
年
後
は
、

少
子
化
、
ま
た
高
齢
化

に
直
面
し
ま
す
。

　

保
育
所
は
今
、
町
営

３
、
認
可
６
、
小
規
模
１
、

企
業
型
数
か
所
、
届
出

８
か
所
あ
り
ま
す
。

　

町
営
２
ヶ
所
を
民
営

化
す
る
と
町
有
地
約
２
，

４
０
０
坪
（
２
か
所
分
）

が
な
く
な
り
ま
す
。

久
我

　

認
定
こ
ど
も
園
、
ま
た

３
才
児
受
け
入
れ
に
よ
っ

て
、
一
番
待
機
児
童
が
多

い
０
才
〜
２
才
児
の
小
規

模
保
育
所
の
連
携
に
な

り
、
民
営
化
だ
け
で
な
く

今
後
の
こ
と
を
考
え
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

全
体
的
に
保
育
所
、
ま

た
幼
稚
園
の
あ
り
方
を
考

え
る
と
き
で
す
。

　

で
き
な
い
こ
と
を
前
提

に
置
く
の
で
な
く
、
一
日

も
早
く
計
画
的
に
出
来
る

こ
と
を
考
え
て
進
め
て
ほ

し
い
。

子
ど
も
未
来
課
長

　

定
員
割
れ
を
起
こ
し

て
い
る
が
ク
ラ
ス
１
つ

空
く
ま
で
は
減
っ
て
い

ま
せ
ん
。

　

幼
稚
園
の
機
能
、
定

員
数
を
大
幅
に
縮
小
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

待
機
児
童
対
策
が
喫

緊
の
課
題
で
あ
り
、
３

才
以
上
の
受
け
皿
が
十

分
必
要
に
な
り
、
園
の

先
生
達
と
話
し
な
が
ら

対
策
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

久我　純治�議員

幼稚園を認定こども園に移行を
堺・子ども未来課長／園の先生達と話し対策を進めたい

立
体
的
建
物
で
複
合
施
設
の

保
育
所
に

堺
・
子
ど
も
未
来
課
長
／
貴
重
な
意
見

と
し
て
検
討
事
項
と
し
た
い

　

今
後
、
最
低
30
年
間
は

町
が
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

　

中
央
保
育
所
を
民
営
化

せ
ず
３
〜
４
階
建
の
鉄
筋

に
し
、
１
〜
２
階
を
保
育

所
に
、
上
階
は
高
齢
者
な

ど
の
施
設
に
。

　

将
来
は
町
有
だ
か
ら
、

何
に
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

仲
原
も
今
後
の
こ
と

を
考
え
て
、
今
は
手
を
入

れ
て
時
間
差
で
建
て
替

え
ま
す
。

　

市
制
に
向
け
て
有
効

か
つ
将
来
の
こ
と
を
考

え
る
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

子
ど
も
未
来
課
長

　

少
子
化
が
進
み
園
児

数
の
減
少
が
起
き
ま
す

と
、
私
立
の
保
育
園
に

つ
い
て
経
営
が
厳
し
く

な
る
こ
と
は
十
分
懸
念

さ
れ
ま
す
。

　

少
子
、
高
齢
化
が
顕

著
に
あ
ら
わ
れ
て
、
保

育
所
を
建
て
替
え
る
際

に
高
齢
者
施
設
な
ど
用

途
が
変
え
ら
れ
る
と
い

う
提
案
だ
と
思
い
ま
す
。

　

貴
重
な
意
見
と
し
て

検
討
事
項
に
し
た
い
と

考
え
ま
す
。

多目的ホール

多目的ホール

保育所

保育所

複合施設の保育所

太陽光発電

ここ数年定員割れの幼稚園舎
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役
場
の
新
規
採
用
者
数
は

山
本
・
総
務
課
長
／
11
名
。
４
月
２
日
の

職
員
は
２
２
２
名

川
口

　

耐
震
化
し
な
い
で
良

い
と
判
断
さ
れ
た
法
律

な
ど
は
。

八
尋・介
護
福
祉
課
長

　

面
積
要
件
に
当
た
ら
な

い
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

川
口

　

法
律
に
よ
り
ま
す
と
、

３
階
以
上
で
５
０
０
０

㎡
以
上
。

　

そ
の
よ
う
な
大
規
模

集
会
所
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

柚
須
文
化
セ
ン
タ
ー
・

上
大
隈
公
民
会
館
も
災

害
時
の
避
難
所
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

川
口

　

12
月
議
会
の
私
の
質

問
に
対
し
て
池
田
副
町

長
は
、
平
成
30
年
度
の
新

規
採
用
は
９
名
を
対
象

に
し
て
、
更
に
絞
り
込
ん

で
い
く
よ
う
に
言
わ
れ

ま
し
た
が
、
そ
れ
以
降
ど

う
な
っ
た
の
か
、
２
点
伺

い
ま
す
。

　

①
最
終
的
に
何
名
採

用
し
ま
す
か
②
平
成
30

年
４
月
２
日
の
職
員
数

は
何
名
で
す
か
。

川口　晃�議員

柚須・上大隈両会館に昇降機を
吉武・副町長／（要望を因町長に）伝えます

　

今
回
、
県
は
わ
ざ
わ

ざ
時
間
を
取
っ
て
説
明

に
来
ら
れ
た
ん
で
す
。

　

こ
れ
に
は
意
味
が
あ

り
ま
す
。

　

県
と
し
て
は
「
２
館

に
昇
降
機
を
つ
け
た
い
。

し
か
し
、
条
件
を
満
た

し
て
い
な
い
の
で
出
来

ま
せ
ん
」。

　

ま
た
、
県
の
職
員
の

方
は
「
災
害
時
の
避
難

施
設
は
地
震
に
耐
え
ら

れ
な
い
の
で
は
住
民
の

方
に
責
任
が
持
て
な
い
。

　

耐
震
工
事
は
当
然
で

す
」
と
。副

町
長

　

確
か
に
議
員
が
言
わ

れ
る
の
は
も
っ
と
も
だ

と
思
い
ま
す
。

　

や
は
り
県
の
方
か
ら

来
ら
れ
た
と
い
う
こ
と

は
『
条
件
に
達
し
て
い

な
い
』
と
い
う
こ
と
で

検
討
し
な
く
て
は
い
け

な
い
。介

護
福
祉
課
長

　

柚
須
文
化
セ
ン
タ
ー

に
つ
き
ま
し
て
は
避
難

所
と
し
て
の
側
面
が
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
う

い
っ
た
観
点
か
ら
す
る

と
耐
震
診
断
が
な
さ
れ

て
い
る
方
が
望
ま
し
い

こ
と
は
間
違
い
な
い
と

思
い
ま
す
。

総
務
課
長

　

①
今
回
の
新
規
採
用

は
、
全
部
で
11
名
と
な

り
ま
す
。

　

②
４
月
２
日
の
職
員

数
は
、
２
２
２
名
に
な

る
予
定
で
す
。

○�

支
援
を
要
す
る
児
童

に
対
し
て
の
援
助

その他の質問

柚須文化センタ－2階へ
の階段

地方公務員法
第17条第４項

条文

人事委員会を置か
ない地方公共団体
においては、職員の
採用及び昇任は、競
争試験又は選考に
よるものとする。
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案
浦

　

粕
屋
町
の
職
員
定
数

と
現
在
の
職
員
数
は
何

名
で
す
か
。

山
本・総
務
課
長

　

現
在
の
職
員
定
数
は

２
３
７
名
、
３
月
1

日
現
在
の
職
員
数
は

２
１
８
名
で
、
定
数
よ

り
19
名
少
な
い
状
況
で

あ
り
ま
す
。案

浦

　

職
員
定
数
は
、
い
つ
、

ど
の
よ
う
な
根
拠
で
決

め
ら
れ
ま
し
た
か
。

案
浦

　

町
長
公
約
に
基
づ
く

事
業
は
あ
り
ま
す
か
。

経
営
政
策
課
長

　
「
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ

が
盛
ん
な
ま
ち
づ
く
り
」

と
し
て
、
ジ
ュ
ニ
ア
活

動
応
援
助
成
金
を
増
額
し
、

ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
の
研
修

会
を
実
施
し
ま
す
。

案浦　兼敏議員

案
浦

　

来
年
度
予
算
に
お
い
て
、

重
点
的
に
取
り
組
む
政
策

と
新
規
事
業
は
。

経
営
政
策
課
長

　

障
が
い
児
保
育
事
業

の
拡
充
に
重
点
的
に
取

組
み
ま
す
。

　

新
規
事
業
は
、
各
種

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交

付
を
導
入
し
ま
す
。

来
年
度
予
算
の
重
点
政
策
は
何
か

今
泉
・
経
営
政
策
課
長
／
障
が
い
児

保
育
事
業
の
拡
充
を
第
一
に

実態を踏まえ職員定数の見直しを
安河内・総務部長／必要人員の把握に努め、検討する

案
浦

　

公
開
プ
レ
ゼ
ン
で
予
算

要
望
が
あ
っ
た
水
鳥
橋
の

架
橋
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

田
代・都
市
計
画
課
長

　

※
平
成
30
年
度
に
橋
の
詳

細
設
計
を
行
い
、
31
年
度
に

橋
台
の
施
工
、
32
年
度
に
橋

桁
の
施
工
を
考
え
て
い
ま
す
。

案
浦

　

ふ
れ
あ
い
バ
ス
に
関
す
る

調
査
と
来
年
度
に
お
け
る
取

組
は
、
ど
う
な
り
ま
す
か
。

都
市
計
画
課
長

　

現
在
、
町
民
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
や
コ
ー
ス
・
バ
ス
停

毎
の
利
用
実
態
、
他
町
の

バ
ス
運
用
状
況
な
ど
、
調

査
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
は
、
ど
の
よ

う
な
形
が
望
ま
し
い
か

と
い
う
方
向
性
を
協
議

し
て
い
き
た
い
。

総
務
課
長

　

平
成
12
年
当
時
の
職

員
体
制
に
よ
り
２
３
７

名
と
し
、
そ
の
後
変
更

を
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

案
浦

　

毎
年
、
業
務
の
実
態

を
把
握
し
、
最
低
こ
れ

だ
け
の
職
員
は
必
要
で

あ
る
と
い
う
、
職
員
定

数
の
見
直
し
が
必
要
で

は
。

総
務
部
長

　

現
在
、
職
員
定
数
と

実
人
員
の
開
き
が
大
き

い
の
で
、
今
後
、
必
要

人
員
の
把
握
に
努
め
、

定
数
条
例
の
改
正
を
検

討
し
た
い
。

○�

副
町
長
2
人
制

その他の質問

粕屋町役場庁舎

※その後、予算の減額修正案が提出され採決の結果、可決されました。詳細は8、9ページ
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○�

池
田
副
町
長
辞
職
理

由
と
任
命
責
任

その他の質問

鞭
馬

　

仲
原
保
育
所
の
床
が

さ
さ
く
れ
立
っ
て
危
険

な
状
態
を
修
繕
し
な
い

で
な
ぜ
放
置
し
て
い
た

の
で
す
か
。副

町
長

　

状
態
を
把
握
す
る
こ

と
が
不
十
分
で
あ
り
ま

し
た
。
今
後
は
各
担
当

課
の
意
見
を
吸
い
上
げ

て
対
応
し
ま
す
。

鞭
馬

　

保
育
所
か
ら
修
繕
の

要
望
や
依
頼
は
上
が
っ

て
い
ま
し
た
か
。

鞭馬　直澄�議員

堺・子
ど
も
未
来
課
長

　

今
回
の
床
に
限
ら
ず
、

そ
の
都
度
上
が
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。

　

予
算
措
置
が
で
き
た

範
囲
で
優
先
順
位
の
高

い
と
こ
ろ
か
ら
随
時
補

修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

鞭
馬

　

安
全
点
検
パ
ト
ロ
ー
ル
は

誰
が
実
施
し
て
い
ま
す
か
。

子
ど
も
未
来
課
長

　

日
常
は
保
育
士
が
子
ど

も
の
安
全
目
線
を
第
一

に
考
え
て
危
険
が
な
い
か

日
々
実
施
し
て
い
ま
す
。

鞭
馬

　

床
が
さ
さ
く
れ
立
っ

て
子
ど
も
達
に
と
げ
が

刺
さ
る
状
態
が
続
い
て

い
る
こ
と
は
い
つ
把
握

し
ま
し
た
か
。

子
ど
も
未
来
課
長

　

平
成
27
年
４
月
に
子

ど
も
未
来
課
に
来
た
時
、

床
の
さ
さ
く
れ
が
発
生

し
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は

子
ど
も
に
刺
さ
っ
て
い

る
こ
と
は
把
握
し
て
い

ま
し
た
。

鞭
馬

　

な
ぜ
修
繕
を
し
な

か
っ
た
の
で
す
か
。

子
ど
も
未
来
課
長

　

今
回
の
修
繕
費
用
は

７
百
万
円
か
か
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
だ
け
の
予
算
が

つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
が
一
番
の
理
由
で
す
。

鞭
馬

　

お
金
の
問
題
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

安
全
第
一
で
す
。

　

素
早
く
対
処
す
る
仕

組
み
や
手
順
書
は
あ
り

ま
す
か
。副

町
長

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
的
な
も

の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

各
課
の
事
業
系
統
は

常
識
的
な
見
直
し
を

や
っ
て
い
き
た
い
。

鞭
馬

　

安
全
衛
生
組
織
は
あ

り
ま
す
か
。

山
本・総
務
課
長

　

衛
生
委
員
会
を
設
置

し
、
粕
屋
町
職
員
安
全

衛
生
管
理
規
程
に
基
づ

い
て
運
用
を
実
施
し
て

お
り
、
保
健
師
と
各
部

署
か
ら
選
出
さ
れ
た
委

員
９
名
と
保
育
所
、
幼

稚
園
、
給
食
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
職
員
が
参
加
し

て
い
ま
す
。鞭

馬

　

安
全
は
す
べ
て
に
最

優
先
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
安
全

で
安
心
し
て
過
ご
せ
る

環
境
を
維
持
す
る
こ
と

は
、
議
員
も
含
め
て
責

任
が
あ
り
ま
す
。

　

一
緒
に
取
り
組
み
強

化
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

改修後の仲原保育所の床

仲原保育所床修繕が遅れた原因は
吉武・副町長／状態把握が不十分であり改善する
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た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

中
野

　

設
計
段
階
で
は
７
案
あ

り
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
創
る
の
に
何

百
万
円
も
予
算
を
か
け
て

あ
る
の
で
す
よ
ね
。

　

そ
の
案
を
公
表
さ
れ
て
、

住
民
の
意
見
を
聴
か
れ
て

も
い
い
の
で
は
。

　

最
終
的
に
は
、
田
代
課

長
の
職
員
人
生
で
「
田
代

橋
」
を
創
っ
た
と
い
う
思

い
を
も
っ
て
も
ら
い
た
い

中
野

　

新
た
な
副
町
長
の
任

用
は
あ
る
の
で
す
か
。

副
町
長

　

町
長
が
病
気
療
養
中

な
の
で
、
そ
の
話
は
少

し
し
ま
し
た
が
、
今
の

と
こ
ろ
新
た
に
と
い
う

の
は
考
え
て
い
な
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
と
し
ま

し
て
も
、
池
田
氏
の
こ

と
が
ま
だ
は
っ
き
り
し

て
い
な
い
状
況
で
、
新

し
い
人
を
ま
た
立
て
ま

す
と
い
う
話
に
は
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

　

と
い
う
こ
と
で
、
今

は
あ
り
ま
せ
ん
。

中
野

　

で
は
新
た
な
部
長
の

任
用
は
ど
う
で
す
か
。

中野　敏郎�議員

中
野

　

施
政
方
針
の
中
に
は「
共

創
」
と
い
う
言
葉
が
“
は

じ
め
に
“
に
も
、“
お
わ

り
に
＂
に
も
出
て
い
ま
す
。

　
「
水
鳥
橋
」
に
つ
い
て
は

そ
の
「
共
創
」
を
ど
の
よ

う
な
形
で
進
め
て
い
く
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
か
。

都
市
計
画
課
長

　

※
そ
の
件
に
つ
き
ま
し

て
は
、設
計
を
進
め
る
中
で
、

ま
た
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き

新たな副町長・部長の任用は
吉武・副町長／町長が復帰して検討します

副
町
長

　

部
長
制
で
す
が
、
町

長
は
廃
止
す
る
と
か
は

考
え
て
い
な
く
て
、
条

例
的
な
も
の
は
い
ず
れ

市
制
に
な
っ
た
と
き
に

ま
た
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
、
そ
の
ま
ま
残
す

考
え
で
す
。

　

新
た
な
部
長
を
つ
く

る
こ
と
に
関
し
て
は
、

町
長
は
部
長
を
つ
く
ら

な
い
方
針
で
し
た
の
で
、

町
長
が
復
帰
し
た
時
に

詰
め
て
話
す
こ
と
に
な

る
か
と
思
い
ま
す
。

中
野

　

４
月
か
ら
は
安
河
内

部
長
一
人
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
も
う
部
長
制

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
あ
た
り
の
検
討

を
お
願
い
し
ま
す
。

○�

ぼ
た
山
開
発
の
新
た

な
動
き

その他の質問

ぼた山山頂から見た水鳥橋の橋脚

「
水
鳥
橋
」の
設
計
で「
共
創
」は

田
代
・
都
市
計
画
課
長
／
設
計
を
進
め
る
中
で
検
討
し
ま
す

の
で
す
。

※その後、予算の減額修正案が提出され、採決の結果、可決されました。詳細は8、9ページ
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本
田

　

子
ど
も
・
子
育
て
事

業
計
画
の
期
間
は
平
成

27
年
度
か
ら
31
年
度
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

29
年
度
に
見
直
し
を

行
う
と
し
て
い
ま
す
が
、

粕
屋
町
で
は
ど
う
な
っ

て
い
ま
す
か
。

　

計
画
で
は
「
待
機
児

童
の
動
向
を
把
握
し
て

建
替
え
、
民
営
化
、
改

修
な
ど
を
検
討
し
て
準

備
を
進
め
る
」
と
あ
り

ま
す
が
、こ
の
「
民
営
化
」

の
削
除
を
検
討
し
て
は
。

　

9
月
議
会
で
町
立
存

続
の
請
願
を
可
決
。

　

粕
屋
町
民
の
20
％
、

９
０
０
５
人
の
署
名
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　

納
税
者
の
意
見
を
反

映
し
た
ま
ち
づ
く
り
と

い
う
観
点
か
ら
こ
の
文

言
は
不
適
切
で
は
。

堺・子
ど
も
未
来
課
長

　

あ
く
ま
で
も
中
間
の

見
直
し
な
の
で
、
そ
も

そ
も
の
方
向
性
を
変
え

て
し
ま
う
の
は
適
当
で

は
な
い
だ
ろ
う
と
、
目

標
の
数
値
の
部
分
と
い

う
形
に
限
定
し
て
見
直

し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
田

　

真
夏
の
ほ
ぼ
１
か
月

の
間
に
署
名
は
集
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

広
報
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
も
町
立
存
続
を

望
む
方
は
60
％
。

　

丁
寧
で
説
得
力
の
あ

る
内
容
が
多
か
っ
た
。

　

住
民
福
祉
部
長
、
副

町
長
の
現
在
の
思
い
は
。

「民営化」の文言の見直しを
安川・住民福祉部長／残しておくということに

本田　芳枝 議員

住
民
福
祉
部
長

　

こ
の
計
画
の
中
で
は

民
営
化
は
残
し
て
お
く

と
い
う
こ
と
に
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
町

長
が
復
帰
次
第
、
ま
た

検
討
す
る
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

吉
武・副
町
長

　

私
も
そ
の
通
り
だ
と

思
い
ま
す
。本

田

　

粕
屋
町
の
財
政
の
主

な
収
入
は
個
人
住
民
税

と
固
定
資
産
税
。

　

20
％
の
町
民
が
町
立

存
続
を
願
う
請
願
に
署

名
さ
れ
た
と
い
う
事
実

は
納
税
者
の
意
向
、
そ

し
て
こ
れ
か
ら
の
粕
屋

町
の
方
向
性
を
決
め
る

大
き
な
羅
針
盤
に
な
る

の
で
は
。

　

職
務
代
理
者
と
し
て

副
町
長
、
ど
の
よ
う
に

お
考
え
で
す
か
。

○�

事
業
策
定
計
画
に
お
け
る
議

会
・
住
民
と
の
関
係

○�

バ
ス
運
行

○�

民
間
業
者
と
の
契
約
の
在
り
方

その他の質問
吉
武・副
町
長

　

お
っ
し
ゃ
る
通
り
で

す
。

　

町
民
の
意
は
反
映
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

見直し予定の子ども・子育て支援事業計画と 9005人分の署名

思
い
ま
す
が
、
民
営
化

を
ど
う
す
る
か
に
つ
い

て
は
町
長
の
思
い
も
あ

り
ま
す
の
で
、
そ
こ
の

と
こ
ろ
を
考
え
て
検
討

し
て
い
き
ま
す
。
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議会報告会！！ 開催

意見交換会は
　　　　で行います

開　催
日　時

平成30年5月12日（土）
午後6時〜（2時間程度）
※午後5時30分より、受付

場　所 サンレイクかすや　多目的ホール

内　容 ①平成30年度予算の報告
②町民と議員との意見交換会

班名 まちづくりへ提言
個別テーマ名

A 就学前の保育
（障がい児保育、幼稚園の３年保育）

B 小・中学校の子育て
（特別支援学級、学童保育）

C 高齢化社会に向けた生き方
（健診、在宅医療と終末期医療）

D 市制に向けた環境整備
（市制に向けた必要要件、公共施設の管理運用）

E 町内巡回バス

F 都市計画マスタープラン
（西部地区の交通対策、通学路や生活道路の整備）

G 都市計画マスタープラン
（まちづくり、九大農場跡地利用）

H 駕与丁公園の在り方

テーマ別 班別

この議会だよりをお持ちの上、ご参加ください。
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　昨年11月14日（火）に実施した、町民と議員との意見交換会で頂いた意見など
を、議会のホームページに掲載しています。

スマートフォンで
読み込み下さい

QRコード インターネット検索

認可保育所について 学童保育について

or

町立保育所の土曜日の保育時間を
私立と同じようにしてほしい

夏休み等の長期休暇期間中のみの
受入れ枠を設けてほしい

町としては、検討課題と考えています
⇒�現状の土曜日保育時間
　・町立：7:00 〜午後4：00
�　�（第2土曜日は、12:30まで）
　・私立：7:00 〜午後6：00
　　　　　　　　��午後7：00
�　�（園によって終了時間が異なる）

�長期休暇期間中の利用者の中から休
所される方を募り、空いた枠に利用
希望者を入れています。

意　見 意　見

現状の施策の確認 現状の施策の確認

ホームページ掲載内容の一部を紹介します。

クリック

粕屋町議会�議会報告会 検索

前回の意見交換会
はどうなったの？

27
粕屋町議会だより№148
2018年４月発行

臨
時
議
会

定
例
会 

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

議
会
報
告
会

議
会
報
告
会



発行：粕屋町議会　編集：議会広報編集特別委員会
〒811-2392　福岡県糟屋郡粕屋町駕与丁1-1-1
TEL092-938-0161　FAX092-938-3150

次回６月議会は…
６月１日（金）　９：30開始予定
　　４日（月）　９：30 〜
　　　　　　　一般質問予定

編 集 委 員 長：木村　優子　　編集副委員長：安藤　和寿

委　　　　員：中野　敏郎　　委　　　　員：案浦　兼敏

委　　　　員：井上　正宏　　委　　　　員：末若　憲治

発 行 責 任 者：議長　山𦚰　秀隆

粕屋町議会では、町民の皆さまが議会に親しみをもって、身近に感じてもらえるような明るい
イメージキャラクター（全身図）を募集します。

〒811-2392
粕屋町駕与丁1丁目1番1号　粕屋町議会事務局
電話番号092-938-0161（議会事務局直通）

　応募要項
●応募資格
どなたでも応募できます。

●応募方法
作品1点につき、A4用紙1枚に次の必要事項を記入し、
粕屋町議会事務局へご提出ください。
郵送の場合は締め切り日必着です。
①作品に対する説明　②氏名　③住所　④電話番号
※応募はお一人最大３点まで。

●締切
平成30年５月31日（木）必着
●応募規定
・作品は自作未発表のものに限ります。
・応募作品は返却いたしません。
・ 採用作品の著作権、商品化権、その他一切の権利は粕

屋町議会に帰属します。
・ 作品の使用にあたっては、色やスタイルなどを補正・

修正させていただくことがあります。
・ 申し込みに伴う個人情報については、本募集に関する

目的以外には使用いたしません。

●審査・発表
審査は粕屋町議会にて行います。受賞作品は、直接応募
者へお知らせするほか、議会だよりなどで発表する予定
です。受賞された方には記念品（図書カード）を贈呈いた
します。

●その他
最優秀作品は、粕屋町議会だよりのほか、議会からの印
刷物や啓発グッズなどに使用します。

　お問い合わせ・提出先

粕屋町議会イメージキャラクター
の募集期間を延長します。

交流
〜議会からのお知らせ〜

　福岡都市圏で使われている水道水の約3分の1は筑後
川のめぐみです。
　粕屋町では3分の2近くになっています。これからも
筑後川上流の豊かな森づくりにご協力お願いします。

お詫び：�前号（12月議会号）鞭馬�直澄�議員の一般質問
ページで防犯ベルトとあるのは「防犯ベスト」
の誤りでした。

　　　　訂正してお詫び申し上げます。

�34名の粕屋町民が
植樹活動を行いま
した。

キャラクターは
このような

使い方をします。

表紙の答え
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